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夏は流しソーメンだね!
利用者と家族がふれあう「豊寿園ふれ愛まつり」に

は、ボランティアの人や地域の人も参加する。厨の

職員も浴衣姿でまつりの雰囲気づくりに一役。

写真は流しソーメンコーナのーコマ。 美味しそう

に食べる子どもたち。なかなかこの場を隊れようと

しない。

あっ、もうソーメンがなくなる~。

(8月4日)



町

・
教
育
委
員
会
・
成
人
祭

実
行
委
員
会
が
共
催
す
る
成
人

祭
が

8
月
は
目
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
成
人
の
日
」
は
本
来
1
月
の

第
3
週
目
の
月
山
明
白
で
す
が
、

町
外
で
働
く
人
や
学
生
が
多
く

帰
省
す
る
お
命
に
毎
年
行

っ
て

い
ま
す
。
今
年
新
成
人
を
迎
え

た
の
は
男
性
犯
人
、
女
性
日
人

の
計
1
1
1
人
で
、
そ
の
う
ち

η
人
が
式
に
出
席
、
成
人
を
代

表
し
大
場
賢
人
さ
ん
、
早
坂
美

幸
さ
ん
が
普
い
の
言
楽
を
述
べ

ま
し
た
。
式
修
了
後
に
は
、
今
金
町
出

身
の
赤
川
勲
さ
ん
に
よ
る
「初
歳

• 

， 

t・

介
護
保
険
事
務
を
広
域
化

介
護
保
険
事
務
の
広
域
連
合
設
立
が

基
本
合
意
に
達
し
調
印
式
行
わ
れ
る

瀬
棚
町
、
大
成
町
、
北
姶
山
町
、

今
金
町
の
槍
山
北
部
4
町
は
、
介
護

保
険
法
(
平
成
9
年
法
律
第
1
2
3

号
)
に
規
定
す
る
全
て
の
事
務
(
事

業
)
を
、
平
成
同
年
4
月
か
ら
広
域

で
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
基

本
合
意
に
達
し
た
た
め
8
月
幻
目
、

各
町
長
が
出
席
し
今
金
町
役
場
で
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
域
迎
合
は
地
方
自
治
法
第
2
8

4
条
第
3
項
に
規
定
さ
れ
、
広
域
計

画
に
基
づ
き
次
の
事
項
が
行
わ
れ
ま

す
。ω介
殻
認
定
審
査
会
の
設
置
、
運

営
に
関
す
る
こ
と

ω介
態
保
険
の
事
務
、
事
業
に
関

す
る
こ
と

ω広
域
医
療
推
進
に
関
す
る
こ
と

ω広
域
化
の
調
査
研
究
に
関
す
る

こ
とω保
健

・
医
療

・
福
祉
の
総
合

的
な
調
整
に
関
す
る
こ
と

広
域
計
画
の
作
成
や
介
護
保
険
事

務
(
事
業
)
の
実
施
に
必
要
な
準
備
事

務
は
今
金
町
保
健
福
祉
課
が
行
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。
広
峻
連
合
の
準
備

室
は
、
今
金
町
総
合
福
祉
施
設
と
し

べ
つ
内
に
置
か
れ
ま
す
。

広
域
連
合
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

事
業
経
費
、
運
営
に
要
す
る
経
費
な

ど
は
、
均
等
割
の
ほ
か
各
町
の
人
口

割

・
高
齢
者
の
人
口
割

・
被
保
険

者
人
口
割
・
財
政
割
に
よ
っ
て
按
分

さ
れ
決
ま
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
い
ま
ま
で
各
町
単

独
で
か
か

っ
た
経
費
の
軽
減
化
が
図

ら
れ
ま
す
。

の
み
な
さ
ん
へ
贈

る
こ
と
ば
」
と
題

し
た
記
念
講
演
が

行
わ
れ
、
「
自
分

自
身
の
フ
ィ
ル

タ
ー
で
世
の
中
の

良
い
も
の
悪
い
も

の
を
ろ
過
し
て
見

て
く
だ
さ
い
。
」
と

新
成
人
に
諮
り
か

け
て
い
ま
し
た
。

赤
川
さ
ん
は
現

在
神
奈
川
県
川
崎

市
で
赤
川
版
画
工
一
一
房
の
代
表
を

務
め
、
日
本
の
多
く
の
有
名
画

家
の
版
図
制
作
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。

赤川勲氏
昭和15年今金町に生まれる.

東京芸術大学卒業.

昭和50年赤川版画工房を設

立.

現在神奈川県川崎市で「ヌー

ベル赤川版画工房」の代表を

務める.

同工房から世に恥師を送り

出す. 
• • 

食品衛生」

食と健康

「ぐるり道南

みんなで守る

永
遠
の
平
和
を
羊
一
ロ
う

戦
没
者
追
悼
式

Cむ

第
日
回
と
な
る
戦
没
者
追
悼
式
が
遺
族

援
談
会
主
催
に
よ
り

8
月
日
目
、
今
金
八

幡
神
社
境
内
に
お
い
て
し
め
や
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

追
悼
式
に
は
各
団
体
の
代
表
者
な
ど
多

数
出
席
す
る
中
厳
か
に
行
わ
れ
、
泣
族
援

護
会
の
河
村
昭
夫
会
長
が
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
引
き
続
き
村
本
町
長
が
「
あ
な
た

方
の
尊
い
犠
牲
を
決
し
て
無
に
す
る
こ
と

な
く
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
若
い
世
代
に
語

り
継
ぎ
、
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
、
永
遠
の
平
和
を
確
立
す
る
気
構
え

を
強
く
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
大
戦
で
亡

く
な
ら
れ
た
2
0
2
柱
の
御
霊
に
追
悼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

魚員類は真水でよく洗いましょう!

食品は清潔、迅速に取り扱い、加熱(冷却)

は完全に!

洪
水
調
整
に
効
果
発
揮

美
利
河
グ
ム

合つ

道
南
ブ
ロ

ッ
ク
管
内
の
各
保
健
所

・

各
食
品
衛
生
協
会
で
は
、
食
品
衛
生
週

間
の

一
環
と
し
て
食
中
毒
事
故
の
未
然

防
止
と
衛
生
管
理
の
向
上
を
図
る
た
め
、

消
費
者
や
食
品
営
業
者
に
対
し
注
意
を

喚
起
し
ま
し
た
。

各
食
品
衛
生
協
会
毎
に
編
成
さ
れ
た

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、

7
月
お
日
に
函
館

市
の
渡
島
支
庁
前
か
ら
出
発
し
、
道
南

ブ
ロ

ッ
ク
管
内
を
ぐ
る
り
と
回
る
リ

レ
l
方
式
で
食
中
毒
予
防
に
関
す
る
P

R
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

最
終
目
的
地
と
な
っ
た
今
金
町
役
場

前
で

7
月
初
日
、
解
散
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
各
協
会
か
ら
引
き
継
が
れ
て

き
た
タ
ス
キ
が
八
雲
保
健
所
長
に
返
還

さ
れ
ま
し
た
。
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今中全道で準優勝

全国大会に出場
第30回北海道中学校ソフトボール大会が7月初

日から28日にかけ網走市を会場に行われ、今金中

学校が準優勝を果たし、 8月19日から21日にかけ

滋賀県守山市で行われる第2'1回全国中学校ソフト

ポール大会へ出場することになりました。

ソフト部(監督 鈴木吏)の中田有製部長は「準

決勝で対戦した大仏中学校(松前UIJ)は、いつも顔

を合わせる仲のいいチーム。何度も対戦したこと

がありいつも負けている相手。そのチームに勝て

たことがうれしい。決勝戦では準決勝で全力を尽

くしたせいか力が入らなかった。でも力の差は感

じなかった。jと全道大会を振り返り話してくれま

した。「全国大会では、 l回も勝てないかも知れ

ないが、負けても悔いの残らない試合をしたい。」

と~Mを述べていました。

全国大会結果 1

初戦今金rt-I:"'t:校は砥部町立砥部中学校(凶国 ・愛媛)

と対戦。緊張からか力を発問できずO対12で5回コー
ルド負けを喫しました。

負けはしたものの全国レベルの力を体験できたこと

は、生徒たちにとって大変プラスになったことでしょ

う。今後の今中ソフト部、さらに注目です。 町
体
育
協
会
、
自
治
会
連
合
会
が

主
催
す
る
町
民
体
育
祭
が

7
月
引

目
、
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
育
祭
に
は
日
の
自
治
会
や
町

内
会
が
参
加
、
会
場
が
屋
内
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
よ
り
8
少
な

い
6
競
技
と
な
り
ま
し
た
が
、
至
近

距
離
で
見
ら
れ
る
と
あ

っ
て
応
援

に
も
熱
が
入
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

い
つ
も
天
候
に
恵
ま
れ
今
金
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に

行
っ
て
い
る
体
育
祭
、
今
年
は
雨
天

に
よ
り
や
む
を
得
ず
屋
内
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

1
日
中
屋
内

で
行
う
の
は
昭
和
同
年
度
以
来
の

こ
と
で
、
実
に
引
年
ぶ
り
の
こ
と
で

し
た
。参
加
さ
れ
た
方
に
と
っ
て
は
思

い
出
深
い
大
会
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。刊日
一大口

• • 
北海道大会• 南第22回全日本学童軟式野球大会

マクドナルド・トーナメント

3 

4 

5 

• • ー

高円宮賜杯第22回全日本学童軟式野球大会南 ・北海

道大会マクドナルド ・トーナメントが7月21日・ 22

日の両日にわたり行われ.各地区を勝ち抜いた14チー

ムが健民グラウンドを会場に熱戦を繰り広げました。

地元からは今金イーグルスが出場し、 1回戦に岩見

沢第一アトムズと対戦。 5固までO対Oと互角に戦い

ましたが、 6回mに一挙7点を奪われコールド負けと
なりました。

優勝は、白老町の白老緑ケ丘ファイターズ(苫小牧

支部)、準優勝は江別市の大麻チャイルズ(石狩支部)

でした。

親子で釣りを満喫

ω 

町
民
体
育
祭
に
先
立

ち
、
町
民
が
日
常
生
活

を
通
じ
交
通
安
全
の

確
保
に
努
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
い
今

金
町
交
通
安
全
町
民

大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た。大
会
で
は
、
幼
児
・小

学
生

・
中
学
生

・
青

年

・
女
性

・
高
齢
者
か

ら
代
表
し
た

7
人
が
そ
れ

ぞ
れ
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

幼
児
を
代
表
し
た
今
金
幼
稚
園

の
中
島
諒
平
ち
ゃ
ん
、
塩
崎
日
奈

ち
ゃ
ん
は
「
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
と

一
緒
に
交
通
ル
l
ル
を
守
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
」
と
宣
筈
し

ま
し
た
。

NPO法人後志利別川清流保畿の会・後志利別)11) 11傑

検隊では、親子で釣りを楽しんでもらうことにより、河川

愛護の精神向上が図られればと、夏休み期間中を利用し

8月4目、「夏休み親子みんなで川遊びj を開催しました。

釣りには、 町民をはじめ札幌、長万部などから約50人が
参加、種川地区を流れる下ハカイマップ)J1 (後志利別川支

流)の親水広場で、事前に放流していた5α氾匹のヤマメを
次々と釣り上げ、釣りの楽しさを満喫していました。

が、健闘及ばず順位に入ることはできません

でした。来年に期待 l
中学2年生男子組手の昔日に出場した外崎矧
太くんが5回戦まで勝ち進み全国ベスト16位。
ほかは4回戦まで勝ち進む選手もおりました

c!) 



ち
り
車
祭
風
い
ボ
こ
ン
て
ヤ
つ
ジ
よ
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企今金小学校の6年生が、授業中に

枯土で作ったゅのみ茶わんなどラン

ド内で素醗きにし掘り出した時の樺

子。出来栄えはまずまずといったと

ζろでしょうか。

， 

@
ゆ
⑩

花
石
を
故
郷
に
持
つ
人
や
長
年
在
住
し

た
人
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
「
花
石
」
へ
の
想

い
を

一
層
募
ら
せ
「
古
き
よ
き
時
代
」
を
刻

み
込
も
う
と

7
月
幻
日
、
苫
小
牧
・
札
幌
の

ほ
か
速
く
は
静
岡
県
や
神
奈
川
県
か
ら
付

人
、
地
元
か
ら
の
お
人
を
合
わ
せ
た
叩
人

が
花
石
生
活
館
に
集
ま
り
故
郷
の
思
い
出

を
語
り
あ
い
ま

し
た
。こ
の
会
は
、
苫

小
牧
市
在
住
の

吉
田
隆
雄
さ
ん
・

岩
沢
利
男
さ
ん

高
木
竹
治
さ
ん

の
人
が
中
心
と

な
り
昨
年
「
花
石

ジャンボ風車よってこい祭りが同

実行委員会主催により、デ・モーレン

広場で行われ、多彩な催し物に多く

の人が訪れました。

祭りでは、ヤツメウナギを制限時

間内に何本つかめるかを競うゲーム

や、男爵いもを自己申告した重量分

をコンテナに入れるゲームなど、地

元特産品を使ったゲームが行われま

した。

また、ペアのグアム旅行券や29型

フラットテレビなど豪華景品が当た

る大ビンゴ大会では大変盛り上がっ

ていました。

金原小学校PTA夏祭り実行

委員会が主催する「金原夏まつ

り」が同校グラウンドで行われ、

児童やPTA、地域の人が集ま

りカラオケや花火大会など楽し

みました。

まつりには、児童の PTAな

どで組まれた噂の「金原生バン

ド」が、グループサウンスなどの

懐かしい曲や、リパイパル曲と

してヒット中の島谷ひとみが唄

う「亜麻色の髪の乙女」などを披

露し大きな拍手をあびていまし

た。

24時間キャンプ&ライブ140
0

今年で8回目を迎える「第8回キャンプ&ライフ140
0

J 

が、がんばるべや実行委員会(会長.大倉寮一)主{催崖により、

7月2幻7日の午後 1時4刊0分から翌日の午後 1時4ω0分まで

キヤンフプ。をしながらのライフ

ライフブ、には、地元の高校生や札幌・函館など30を超える

アマチュアバンドが参加、神丘の大地で次の世代を担う子

どもたちに音で熱い想いを伝えました。

金原夏まつり

• • 会
」
を
苫
小
牧
で
行
い
大
変

盛
り
上
が
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
来
年
は
ぜ
ひ
故
郷

の
花
石
で
や
ろ
う
と
、
花
石

自
治
会
長
の
田
中
義
雄
さ

ん
に
相
談
を
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
快
く

受
諾
。
地
元
自
治
会
で
は
、
田
中
さ
ん
の
ほ

か
同
人
が
会
場
準
備
や
料
理
な
ど
の
準
備

に
携
わ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
外
に
張
ら
れ
た
テ
ン
ト
で
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
や
手
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、

思
い
出
話
も
尽
き
な
か

っ
た
よ
う
で
、
朝

ま
で
語
り
続
け
た
人
も
い
た
そ
う
で
す
。

田
中
さ
ん
は
「
笑
顔
で
別
れ
る
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

し
た
が
内
心
は
大
変
不
安
だ
っ
た
。
準
備

等
も
大
変
だ
っ
た
が
、
本
当
に
や
っ
て
良

か
っ
た
。
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。解
散
式
は
翌
日
早
朝
に
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
帰
る
人
が
い
な
か
っ
た
よ

園
う
で
す
。

圃

再
来
年
に
は
開
校

1
0
0
周
年
を

4

迎
え
る
花
石
小
学
校
、
児
童
も
現
在
で

-
は
4
人
に
地
元
に
住
む
人
も
崎
戸
、

l

ho
o人
を
割
り
高
齢
化
が
進
ん
で
い

咽
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
多
く
の
人
が
故
郷

醐
の
こ
と
を
思
い
集
ま
っ
て
く
れ
る
限

り、

i
o
o周
年
記
念
の
お
祝
い
も
全

品
く
問
題
は
な
さ
そ
う
で
す
。

恵、い出の校舎前で、パチリ
昭和58年度檎山北高卒業生

• • 
町民有志で組織したインマヌエル 「ひまわりの

会」では、インマヌエル教会向かいにある50アー

ルの畑にひまわりのタネを蒔き、大人の背丈ほど

成長したひまわり畑に巨大迷路を作りました。新

聞やチラシなどで 「遊びにきませんかjとの呼び

かけに、多くの子どもたちゃ家族連れが訪れ、町

内で始めての催しに楽しんでいたようです。

天候不順により咲いている花はまばらでした

が、ひまわり迷路でタイムを競っていました。な

ω ωかなかゴールが見つからず中には30分

離 ほ……れま比
<1-U..K また、会場ではインマヌエル教会の見
校、ι呉ー 学会やパギー・ポニー馬車の試乗なども
b印 行われました。

Cむ

昭和58年度櫓山北高等学校の卒業生(A.

B組)が、新校舎改築のため取り壊されるこ

とになった思い出の校舎で記念写真を撮ろ

うと同窓会を企画。

同窓会には、地元や札幌在住者のほか速く

は愛知県からも駆け付け、高校生当時に戻り

思い出話に花が咲き、制まで飲み明かしたと

か・.. 

参加者の中には、「私たちが通った校舎が

なくなるなんて本当に寂しい・ jと口に漏

らす人もいたそうです。.， 

幼
年
の
膏
色
再
び
安
部
前
町
長
愛
用
の

ア
コ

デ
イ
オ
ン

OJt ~部義雄氏
・明，台17年 7月15日宮
城県名取郡噌田町に生

まれる。
昭和 8'年11月 1日利

別村長(今金町の前身)

に就任し昭和19年11月
16日退職.
昭和30年 5月1日町

長に当選、昭和46年4月

30日まで 4期16年間町
長を努める。

み:T、

eる
事?
，~ 

7z@ 

このほど、4期16年間町長と

して努められた故安部義雄前

IIIJ長が愛用したアコーデイオ

ンが、'10年ぶりにその音色を響

かせました

アコーデイオンには「槍山支

庁管内町村会叙勲受賞記念」と

記されており、昭和36年に受け

た全国町村会表彰のお祝いと

!して贈られたもののようです。

このアコーテイオンは、字鈴

金に住む林磯次郎さんが町内の水道業者から譲

り受けたものです。最初は鍵盤の紬が錆びていて

動かなかったそうですが、錆止めの油を注入した

ところ音色が蘇りました。

林さんご自身も楽器を演奏するのが趣味でギ

ター・マンドリン・ドラムのほかアコーデイオン

も演奏され、イベント会場や福祉施口 一一

設などを慰問しては昔懐かしい曲を

演奏し楽しませています。

アコーデイオンそのものは高価な

ものでなく、あまり使用されていな

かったようですが、安部前町長時代

には林さんもl町議会議員をされてお

り、弾くたびに当時の思い出が浮か

んでくるようです。

「みんなのひろ

クラフタ活動、各種団体活動など・.: 0_(総務課情(J) 



||平成~年度|槍山広域行政組合消防職員採用試験実施要項 l
1 採用予定消防署

・上ノ国消防署、大成消防署

・瀬棚消防署(救急救命土)

2 受験資格

・昭和56年4月2日から昭和60年 4月 1日までに

生まれた方

・普通自動車第 l種免許取得者又は取得見込者

身重 165 cm以上、 体重52kg以上、視力両Il~裸限で

0.7以上かつ一眼裸眼でそれぞれO.3以上、色党正

常で，心身健全な方

※ 瀬棚消防署を受験される方の受験資格は、採用

時の年齢が20歳以上25歳未満の男子で、救急救命

士の免許取得者若しくは平成15年 5月までに免許

取得見込みの方。

3 試験の方法
圃第 1次試験

。教養試験[40題 ・2時間1
0適性試験[100題 ・20分]
。作文試験[50分]

-第 2次試験

。面接試験

。体力試験

4 試験の日時及び場所

-第 l次試験

日時 10月6日(日)午前日11寺

場所 江差町保健センター(江差町役場内)

5 受付期間及び手続き

-受付期間

9月2日(月)から 9月17日(火)まで

.申込先及び問い合わせ先

。柏山広域行政組合消防本部

干OL13-0052 恰山郡江差l町宇茂尻町96番地

(fiO 1395-2-3026) 

。各消防署(今金消防署 管 2-0519) 

.申し込み方法

備え付けの「申込書」の所定の事項を記入の

上、受験票[写真貼付]とともに上記申込先に提

出して下さい。 [郵送の場合は 9月17日までの

消印有効]

国民年金だからできること
私たちの老後の生活を支える大きな柱である国民

年金。この国民年金などの公的年金には、個人年金

や貯蓄にはない、公的年金だからできることがあり

ます。

終身にわたって支給

それは、賃金や物価の上昇にあわせて年金額がス

ライドすること、どんなに長生きしても終身にわ

たって支給されること、万一の場合のための障害年

金や遺族年金があることなどです。

公的年金は所得から樫除される

このように、将来の経済社会がどのように変わろ

うとも、その社会で、それまでの生活と大きく変わ

らない暮らしのできる年金額が約束できるのは、公

的年金が、社会全体で老後の生活を支え合う、“世

代間扶養"のしくみであるからです。

公的年金にはこうした役割があることから、基礎

年金の給付や事務の費用には国庫負担金が入って

います。また、納めた保険料は全額が税法上、所得

から控除されますので、実質的な減税にもなってい

ます。

個人年金は公的年金を補うために

これに対して個人年金や貯蓄は、個々人がライフ

スタイルにあわせて多様な老後生活を送るために、

公的年金を補う役割をもっています。それぞれの

役割を踏まえ公的年金を土台として、個人年金や貯

蓄を組み合わせて、老後の収入の確保に備えること

が大切です。

統計で働く姿を見つめよう

平成14年10月 1日現在で

就業構造基本調査を実施します

調査の対象となった世帯には、統計調査員が

伺いますので、ご協力をお願いします。

総務省・北海道

hllp://www.slat.go.jp/ 

ω 

。-
圃園田技司自ぽ~7~~Jj.

の納期となっています。

役場税務課では、納税相談に応じていま

す。 期限までに納められないときなどは

お気軽にご相談ください。

• 

• 

d 

• 

/ 

• 

¥ 

E~~rmヨ~司回Rヨ-tZE者朝日I白I~画函D‘íjJ.i:lJim"~
平成14年度の「全国道路標識週間」

は、 10月l日(火)から10月7日(月)

まで、全国一斉に実施されます。こ

の主旨は、道路管理者すなわち国・都

道府県 市町村及び日本道路公団が

設置する道路標識の果たす役割を、

住民の皆さんに理解を深めてもらう

ことと、道路標識に関心を高めてい

ただくことが目的となっています。

道路襟識は、 ドライバーや歩行者の

皆さんを目的地まで誘導するための

「ガイド役j として不可欠なもので

す。

この「ガイド役」の道路標識には、

案内標識 ・警戒標識 ・規制標識

指示標識及び補助標識があります。

(1)案内標識については、目的とな

る市町村の中心となる地点、あるい

は主要な道路交差点の地名や距離や

方向を示したり、市町村名・字名並

びに著名地点を案内しています。こ

の道路標識は道路管理者が設置して

います。

(2 )警戒標識とは、道路形状からド

ライバーに交差点、カーブ、落石、 急

勾配及び滑りやすい等注意を要する

箇所に設置している黄色の標識で

す。これについても道路管理者が設

置しています。

(3 )規制標識には、道路管理者と公

安委員会で設置するものがあり、道

路管理者が設置できるものは、縮

りょうの重量制限、 トンネル等の高

さ制限、幅の制限並びに通行止めで

す。公安委員会で設置する代表的な

ものは、最高速度の規制、はみ出し

禁止、 一方通行、右左折禁止、 ~j 停車

禁止等です。

(4)指示際識については、駐車可、

停止線、横断歩道等があります、こ

れについては公安委員会で設置しま

す。

(5 )補助標識は、野戒や規制際識の

下に文字や矢印で表示しである小さ

い標識です。

これらの道路標識が、どこの管理

者が設置しているかについては、道

路標識柱に開発局 ・北海道・市町

村文は公安委員会と表示してありま

す。

したがって、道路に設置しである

道路標識の位置がおかしい、表示内

容がわかりにくい、木の陰なってい

たり、汚れたり破損している等、お

気付きの点がありましたら次の所へ

お知らせ下さい。

函館開発建設部

因。138-42-7111

因。138-'12-7114

工務課

Y X-業所因。138-'17-9000 

因。138-'17-9218

道路建設課

瀬棚町
お土産 ・ご贈答にいかがですか?

ソ?ト9リ-A7イス『吟子のろまん』

安心 安全 他山な湖1似'1特産品f吟子Jン
リーズの新商品として今度はソフ トアイスク
リームが誕生しました.
フワッとしたソフトクリームをそのまま急速冷凍
し サラッと食べやすい新感覚アイスです.
ミルク バンプキノ、プル←ベリ←、ヨーグルト、
抹茶 コ ヒーと全部で6種却が発克されていま
す.
・販売応/わっかけ、加藤師応、椛樗間応、フ
レッyユサクセスカネシンストア位協ストア
大辻耐広、セラズ神凹柴崎商庖森商応
.希望小売価格/ 1 50::'J'l1~J1.入り 200円
.問い合わせ先/
役場特産品開発係 官DI378-7-3311
政務産物加工セノタ 71'01378-7-3288 

北槍山町
真駒内科社側大祭

鮮やかに飾り付けられた山車や
神輿が町内を練り歩き、華やかに
着飾った踊り子が華麗な舞いを披
露します。

.日時/宵宮祭 9月14日(士)
例大祭 9月15日(日)

※15日午後7時 JA北恰山前交差
点で、 5台の山車による勇壮な太鼓
合戦があります。必見 !

八雲町
~静かな山峡の湯宿~
町営温泉お，2tこ君主 ト¥四季折々に変わる露天凪目。支の温泉

で心と体をいやしリフレッシュしてくだ
さい。
.日帰入浴料金/大人360円・大人(中学
生)310円 ・中人150円 小人無料来
お得な回数券もあります。
.宿泊料金/大人5.950門大人(中学生)
5.800円 中人5.380円ー小人4，850円
.お問合せ先/八雲町商工観光労政銀
'B'O 1376-2-211 [ 
.予約/町営温泉おぼこ荘
'li0137s-3-3123 

過コリドー版協的

ト
飽

川

附
念

副
岡

ン

z
t

イ
開
刷

用
d

ポ一-U削剥
E
Z
万jt
平

丸木似盟 俊夫妻「原爆の図 母子
像Jなど、反戦と平和を願う心が生んだ
美術工芸品を展示。
前庭には、世界的彫刻家本郷新の作品
群が並んでいます。〔入場は担料〕
.場所/高砂町(センタ一通り)
.時間/午前9時~午後5時
.休館日/月 ・火曜日、祝日の翌日
.問い合わせ先/町民センタ
'li01377-2-539s 

熊石町
秘溺r熊の溺』

平田内川のダイナミ ックな渓

谷を眼下に、自然に抱かれた野

趣豊かな天然露天風目。

ひらたない荘より2.5km奥。男

女別更衣室、駐車場有り。

.利用料/無料

※11月末閉鎖。ご利用はお早め

大
露天風呂 ・すウナが新設されました

国民宿舎Iあわぴ山荘』

あわび山荘大出羽に待望の露天風呂とサウ
ナができました。
露天風目につかりながら貝取制渓谷町雌大な
白黙を尚嘆してみませんか。
心と身体を癒すj且以と地元の句の紫材をいか
した蝿土料理で、ゆったりとリラックスでき
るひとときをお約車します。
.場所/大成町字貝取制 11 I 
.宿泊料/7.100円 ※あわび鍋などの特別11 " 
料理もあります。 1.......... 
111_ ， I ~ .お問い合わせ先/あわび山荘 z・
目01398-4-5522

Cむ
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日

の

ご

案

内

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

。
と
き
V
9
月
初
日
附

午
前
9
時

1
午
後
2
時
ま
で

(
午
後
口
時

ω分
1
1
時
ま
で

昼
休
み
)

。
と
こ
ろ
V
役
場
2
階
中
会
議
室

。
相
談
員
V
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員
《
役
場
1
階

町
民
諜
年
金
係
》

ハロ
I
ワ
l
ク

か

ら

の

お

知

ら

せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ご
存
じ
で
す
か
、

白
賠
責
の
こ
と

自
賠
責
保
険
・共
済
は
、
年
間
1

2
0
万
件
を
超
え
る
交
通
事
故
の

被
害
者
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
死
傷
者
数
は
、こ

の
同
年
間
で
約
的
パ
ー
セ
ン
ト
増

加
し
、
死
亡
者
数
こ
そ
増
加
し
て

い
な
い
も
の
の
、
平
成
同
年
は
過

去
最
悪
の

1
1
9
万
人
に
も
及

び
、
過
去
最
悪
の
数
字
で
す
。

増
え
続
け
る
交
通
事
故
は
、
誰

も
が
被
害
者
に
も
、
そ
し
て
加
害

者
に
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
ひ

と
り
が
、
よ
り

一
層
自
賠
責
制
度

の
役
割
や
、
保
険
金
支
払
い
の
新

し
い
し
く
み
に
対
す
る
恐
解
を
深

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ハ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む

す
べ
て
の
自
動
車
の
保
有
者
に
、

自
動
車
l
台
ご
と
に
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
保
険
が
、
白
賠

責
保
険
・
共
済
で
す
。
交
通
事
故
に

よ
り
加
害
者
と
な

っ
た
と
き
は
、

被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任

を
負
い
ま
す
。
強
制
保
険
で
あ
る

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の

加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者
の

基
本
的
な
対
人
賠
償
を
保
障
す
る

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
な
お
、
北
袷
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時
V
9
月
間
日
同

午
後
l
時

1
午
後
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時
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月
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前
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時

。
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槍
山
職
業
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室
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登

記

相

談

所

の

開

設

登
記
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は
、
決
し
て

ほ
か
に
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
費
用
は
無
料
で
す
。

。
相
談
内
容

V
不
動
産
(
土
地
・建
物
)
の
売

買
・
贈
与
・
相
続

• 

t 

• 

自

賠

責

保

険
・
共

済

の

期

限

は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

?

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万

一
の

交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人

賠
償
を
目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
・
原

付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動

車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
保
険
で
す
。
車
検
制
度
の
な
い

バ
イ
ク
・原
付
自
転
車
は
、
特
に
期

限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
を

白
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

才
斤
門
司
¥
¥
毛
毛
主
」

↓

Eω
一

日

W
O
T
-
n
o
E

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

年

認

ト

hE
k
d
p

今

て

ン

o

事

}一生

ロ

八

し

ベ

R

し
押
札
炉
民
一

一

は

い

と

イ

=
が
甥
広
島

L
叶

山

人

各

cu
h
税
制
盗
難

E
L

E
法

乙

L

C
守
同
印
協
同
喝

剛

t
T

軒
町
一
u
u
p
畑
一
啓
札
時
当

日
唯
一
一

事
配
山
川
喋
開
の
執
り
。
賢
明
則

る
に
受
は
一
川
で
!
釣
乙
会
込
山
置

す
月
を
式
刊
ど
活
で
な

年
申
永

関

4
証
。
イ
な
家
子
び

・

清流を一緒に守りませんか

会員募集!

NPO法人後志利別!II清

流保践の会では会員を募集

しています。

同会は、国土交通省(当時

は建設省)が 1級河川lを対
象に行われている水質調査

で、昭和!i2年に全国 1位に

なったことから翌年「後志

利別川消涜保護の会」を発

足。清流保護と河川環岐に

V
低
当
権
の
設
定
・抹
消

V
会
社
・
法
人
の
登
記

な
ど
、
登
記
に
関
す
る
相
談

。
相
談
担
当
者

司
法
書
士
太
刀
川
徳
美

。
開
設
日
時
及
び
場
所

V
9
月
門
日
附

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

役
場
1
階
町
民
相
談
室

。
主
催
函
館
地
方
法
務
局

同

U
0
1
3
8
2
3
7
5
1
1

た
し
ま
す
。

月
間
中
に
は
、
「
高
年
齢
者
雇
用

就
業
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催

。
川
月
7
日
間

1
m
月
日
日
同
国

V
函
館
市
役
所
1
階
市
民
ホ

i
ル

な
お
、

「高
年
齢
雇
用
促
進
月

間
」
中
の
各
種
行
事
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ハ
ロ
1
ワ
l
ク
函

館
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

-
函
館
公
共
職
業
安
定
所
/
官
。

1
4

qu
o

。11つ
ん
ハ
5
0
1
1
1
n
U
司

f
q
υ
に
リ

-
函
館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出

張
所
/
合
0
1

3

7

6

2

2

「

D
ハU
Q
d

-
函
館
公
共
職
業
安
定
所
江
差

出
張
所
/
江
差
地
方
合
同
庁
舎
内

2
0
1
3
9
5
2
0
1
7
8
 

H

ひ
ろ
げ
よ
う

白
歳
の
現
役
社
会
“

高
年
齢
者
の
経
験
・
知
識

を
有
効
活
用
し
よ
う

ω月
は

『
高

年
齢

者

雇

用

促
進
月
間
』
で
す
。

「
事
業
主
は
日
歳
ま
で
の
雇
用
を

確
保
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。
」

国
に
お
い
て
も
一同
年
齢
の
た
め

の
総
合
的
雇
用
対
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
が
、
高
年
齢
者
の
一雇
用
を

促
進
す
る
た
め
に
は
、
事
業
主
各

位
の
ご
理
解
と
こ
協
力
が
必
要
で

す。
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
に
は
、
多

く
の
高
年
齢
者
の
方
が
、
仕
事
の

場
を
求
め
て
い
ま
す
。
高
年
齢
者

の
方
を
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
常

用
雇
用
し
た
場
合
は
、
援
護
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、
高
年
齢
者
の

雇
用
促
進
に
こ
協
力
を
お
願
い
い

同宝くじの収益金は市町村の腕い街づくりや環境対策高齢|

化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。 u

00 

相

談

の

お

知

ら

せ

大
切
に
し
て
ま
す
か

あ
な
た
の
か
ら
だ

側
労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、

仕
事
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
く

る
過
労
死
や
精
神
障
害
、
労
災
補

償
な
ど
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
談
話

で
の
ご
相
談
で
も
結
構
で
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

制
労
災
年
金
福
祉
協
会

金
相
談
所

フ
リ
ダ
イ
ヤ
ル

札
幌
年

0
1
2
0
1
1
6
0
3
1
1
1
1
4
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子

一

ば

ん

り

ょ

〈

さ

と

あ

め

あ

お

方
分
や
予
ン
ブ
の
史
の
ゐ
蒼

t

え
2

5

し
ん
り
ょう

く

ご

と

お

た

〈
り
や

'
v析
係
の
繰
り
Lfed

ぱ
豆
一
会
一
1
4
A

司
局

4

L

h

w

手

，

M

俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
要
で
す
が

"誰
も
が
よ
み
や
す
く
勾
と
の
主
旨
に
よ
り
あ
え
て
付
記
し
て
い
ま
す
・

1~ 

;f. 

Jら

、、

A、
ア

すす

hw
井
手

あ

さ

ど

っ

ち

に

お

う

胡
採
り
の
デ
リ

i
ン
ア
ス
パ
ラ
土
匂
J

1宇

t事

-lt: 

!4-

え

会

ま

え

は

と

た

ぺ

ん

必

つ

や

す

h

札
前
の
鴻
の
多
弁
や
夏
休
み

~与

す

1r 

'内
丸
、

.
1

よ

そ

ふ

つ

ま

ゅ

う

は

く

し

ょ

す
り

J
H
r
{
寄

り
添
斗
久

K
タ
涛
暑
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|圃 1
9 月~日附~月fII日幽 E

1等 1億5千万円円 ・0・18本
1等の前撞賞。・ 2，500万円 36本
2等 1，000万円 18本
3等 100万円 18C本
4等 5万円 ..... -27， OOC本

5等 ー・ 1万円 180，000本
6等・・・ 0・0・ a・ ・3，000円 ・900，000本
7等 ・300円 ・18凹札ooc本

売り切れしだい発売終了!II盟国
抽選日

10月17日同

8切_81JJ
今金八幡宮例大祭

db宵宮祭 9月19目的
*例大祭 9月20日倒

。
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
税

が
探
せ
ら
れ
ま
す
。

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
た
め
に
、
税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
、財
産
の
差

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

!h. 

i事

t!l 

E正

-lf 

ん

社会福祉協議会だより 1114・8・10
※光の里学園、豊寿圏、社会福祉協議会への多領のご寄付、ご厚意ありがとうございました。(敬称略)

《帯広市》 《今金町》 種 !II 品官 人 A Z 小田島 輝 男 伊 日怯 平日 干

i 保 佳 幸 今金ツバメ石油 大佐賀 茂 夫 本 塚 栄 イド 種 )11 す=ニ 校

《札幌市》 今金町民業協同組合 今金町赤十字奉仕団 横 内 浅 夫 伊庭野 AH 
高 橋 誠 黒 沢 商 ム五 今金第卜2老人クラブ 宮 山奇 稔 立 蔵 宏

《函館市》 鈴 木 忠 八重僅 年 山 崎 キヨヱ 内ケ島 準 介

函館臨床福祉専門学校 北部柏山薬業組合 佐藤モーター高 会 種 )11 郵 便 局 坂 本 光 子

官r;=.J 橋 和 子 大 倉 啓太郎 大 松 好 美 本宋木 )11 紀 雄 辻 夕、 E | 《大野町》 阪 爪 ハツエ 一l言百，'j 橋 政 子 (株)地附工業今金浄 稲 ま亘 香

jt 島 武 制t 第B回キャンプライブ140' 北海道工アー・ウォー イじ セ / タ 今金町議会議員会

《八雲町》 がんばるぺや実行委員会 ター販売(株)今金底 井 村 商 活 宮 崎 唯 夫

橋 本 使 工 際 陸 車止 山 実 今 金 町

《熊石町》 今金へルパ 友の会 山 旺l 庫 治 由 浅 食 堂

遠 藤 月3 「すずらん」 里T 宮 信 春 藤 井 ト :/ 

@ 

全国市町村振興協会財団法人-
E八早 ※
0雲め納
1税に期
3務税限
7署務内
6総署に
1務に納
3課ご付
|管相で
2理談き
1徴くな
4収だい
B担さ事
当い情
の
あ
る
場
A 
同

は

お
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問
い
合
わ
せ

5
一合
金
町
教
育
委
員
会

8
2
1
3
4
8
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、

、

メ
ン
バ
ー
は
、
町
内
3
校
か
ら

の
希
望
児
童
数
川
名
と
引
率
者
4

名
に
よ
る
も
の
で
す
。
何
度
か
の

事
前
研
修
を
経
て
、

当
日
は
元
気

い
っ
ぱ
い
の
「
行
っ
て
き
ま
す
。
」

で
出
発
し
ま
し
た
。

九
州
は
連

日
純
度
の
兵
夏
日
が
続
き
、
現
地

の
人
た
ち
で
も
「
暑
い
、
暑
い
」

の
悲
鳴
を
あ
げ
る
中
、
子
ど
も
達

は
山
鹿
鹿
本
の
子
ど
も
達
と
掬
智

城
を
観
て
、
昔
の
人
の
優
れ
た
建

築
伎
術
に
感
動
し
、
あ
ん
ず
の
丘

で
は
押
し
花
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

作
り
、
夏
休
み
の
宿
題
の
参
考
に

と
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

le 

， 

• 

稼
の
映
像

に
よ
り
、

遺
跡
発
見

か
ら
の
経

緯
、
旧
石

山
耐
時
代
の

環
境
な
ど

を
説
明
し

な
が
ら
当

時
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
展
示
室
で

は
逃
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器
の
種

類
や
用
い
方
、
作
り
方
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
、
重
要
文
化

財

1
6
3
点
す
べ
て
を
展
示
し
ま

す
。
体
験
学
習
室
で
は
主
に
石
器

づ
く
り
を
定
期
的
に
行
え
る
よ
う

に
盤
附
加
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
他

に
考
古
学
に
関
す
る
図
諮
な
ど
を

自
由
に
読
め
る
学
習
コ
ー
ナ
ー

休
館
日
で
も
使
え
る
よ
う
な
ト
イ

レ
を
備
え
て
い
ま
す
。

口
月
の
完

成
に
向
け
て
急
ピ

ッ
チ
で
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

11日同1フィッ トネス教室
18 : OO~保健センタ一

花白ぬTiJJ-j;.亙芸偏副議一一一一一
10 : OO~総合体育館

、まかね秋まつり

一室-教一ス一、不一卜
一
リ
ノ
一
イ一フ

附

ω一例

日

~
日
一日

9

1

-5
 

1

2

一2

午
後
か
ら
は
、
伝
承
工
芸
館
で

各
自
、
粘
土
の
固
ま
り
を
練
り
上

げ
て
、
「
ろ
く
ろ
」
を
回
し
な
が
ら

形
を
整
え
、
マ
グ
カ
ッ
プ
や
湯
飲

み
茶
碗
を
作
り
、
豊
か
な
個
性
を

表
現
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
工
芸
館
で
乾
燥
、
素

焼
き
、
制
薬
塗
り
、
さ
ら
に
然
焼

き
を
経
て
、
完
成
し
た
作
品
が
後

で
子
ど
も
達
の
手
元
に
送
ら
れ
て

く
る
そ
う
で
す
。

夕
方
に
は
行
政
組
合
の
方
々
の

協
力
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
頂

き
、
名
刺
交
換
や
話
に
花
を
咲
か

せ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
広

い
ハ
ウ
ス
テ
ン
ポ
ス
で
は
、
子
ど

も
逮
で
立
て
た
引
川
西
に
沿
っ
て
班

行
動
を
し
、
集
合
時
に
は
時
間
を

守
り
、
一
人
の
迷
子
も
出
ま
せ
ん

で
し
た
ロ

わ
ず
か
四
日
間
で
し
た
が
、
子

ど
も
逮
が
随
分
と
た
く
ま
し
く

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

来
年
は
、
山
鹿
鹿
本
の
子
ど
も

速
が
来
町
し
ま
す
。
私
た
ち
が
お

世
話
に
な
っ
た
以
上
に
、

一
生
懸

命
暖
か
く
お
も

τな
し
を
し
、

一

層
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
切
な
子
ど
も
遥
を
、
元
気
な

姿
で
保
護
者
の
方
々
の
元
へ
お
返

し
し
、
平
成
M
年
度
派
遣
事
業
団

の
暑
い
夏
は
終
わ
り
ま
し
た
。

今
金
町
社
会
体
育
施
設
は

日
頃
多
く
の
団
体
や
子
ど
も

-
』

達
を
含
め
た
町
民
の
皆
さ
ん

川
川

に
利
用
さ
れ
て
い
る
開
放
的

滑

叫

な
場
所
で
す
。
施
設
と
し
て

叫

γ
は
、
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
ゴ
ル

4

，vフ
場
、
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

岳

災

高
美
公
園
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
場
、

--=白

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
西
の

』
阻
副

社
ス
キ
l
場
、
そ
し
て
総
合

4
1
体
育
館
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

干
ん

ら
の
施
設
を
利
用
す
る
に
あ

、
一

た
り
決
め
ら
れ
た
マ
ナ
ー
が

+
匂

最
近
守
ら
れ
て
い
な
い
状
況

，

が
目
立
ち
ま
す
。

』

r
も
っ
と
も
マ
ナ
ー
が
守
ら

L
，

れ
て
い
な
い
の
が
、
健
民
グ

・
4
ラ
ウ
ン
ド
付
近
で
の
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
で
す
。
野
球
大
会
や
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
等
で
の
ゴ
ミ
は

団
体
が
持
ち
帰
り
を
し
て
い
ま
す

が
、

一
般
で
の
利
用
者
が
ゴ
ミ
を

不
法
に
投
げ
て
い
る
の
が
目
立
ち

ま
す
。
社
会
体
育
施
設
以
外
に
も
言
え

る
こ
と
で
す
が
公
共
の
施
設
は
町

民
み
ん
な
の
施
設
で
す
。

皆
さ
ん
の
心
掛
け
で
、
き
れ
い

な
町
を
、
き
れ
い
な
環
境
で
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
く
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ

し
て
く
だ
さ
い
。

②
 

今年も11名の山村留学生が、東京 ・大阪 ・愛知な

どから訪れ、士山元の4名の子どもたちと一緒に、元

気一杯活動しています。

・ピリカふるさと学習
美利河の大自然を生かした地域ぐるみの体験学習

を積極的に行っています。川釣り、奥美利河へのハ

イキング、野草観察、シイタケ ・ナメコの栽培、ス

キーなど感りだくさんです。 小動物の|世話も日課で

す。J!];つ黒い申告羊『ピリカ』も子どもたちと同じよ

うにスタスクと育っています。

・交流学習
l町内の学校はもちろん

ですが、}jIJの地域の学校と

の交流も大切にしていま

す。 5月11日に奥尻町立

稲穂小学校、 7月17日には

北檎山町立太絢小学校と交流しました。海浜学校で

は両校の子ども達がすぐにうち解け合い、砂浜での

ゲームや海での泳ぎを一緒に楽しみました。

学 校紹介
今金町立美利河小学校

明治35年7月、美利河マ

ンガン鉱山従業員の子弟

教育の場として開校し、今

年100周年を迎えました。

現在の校舎は昭和57年

11月に新築移設されたも

ので、旧校舎は今も美利河ダムの底に IIl~っています。

.山村留学
「学校は地域の灯、学校が消えたら地域が滅びる。」

児童数の減少に伴い休校 ・廃校の危機に追い込まれ

た平成2年度より地域の熱意と今金町の支援の基に

山村留学制度を導入しました。

これまでに、百数卜人におよぶ山村留学生が、

の学校で学び、里親さんや地域の温かさにふれ、

利河を第二の故郷として巣立って行きました。

」
美

ー回世・l 、 .、 |役場の友達も交えて旭岳に 亡i.. ，n，.ノ.

ヨ!ì'~wW 1]':1 1登ったことです。また、知床 、ペV
-L一 一五 一 |半島も素晴らしい所でした。 》7苅トヲF
.. ，・里町 、，) 実際に半島全体がとても美 F ぷ必岩戸、 ; 
- J WNJEbB 4c| しく、天然温泉もたくさんあ [)事~:

こんにちは、 皆さん。 r一三=>----り毎晩リラックスできましへ \Cは~:
秋になりました。夏は 九三ぐ~ た。残念な こ とに毎日雨模 ¥コミ雪 : 
あっという聞に過ぎてい メてιゐ込だう、 |様でしたが。 : 

きましたが、そ刊れぞ引れの ~ι〈
季節はとても魅力的です叫戸捻公ぷμJ必当窓窓宅唾ι~-~ 1川た。私は外国語の勉強をできるだけ早い時期に楽しi
ね。今月の毎週末は山 を と止~悩訟位以悲トー |く始めるべきであると確信しています。今回のこの :
ハイキングしたり、森か 1仕事は、熱心な子供たちとともに素晴らしいものに :

らは秋の気配を感じ取れたり、楽しみなことが多い |なりました。 : 

です。涼しい気候にもかかわらず、よい収穫が得ら | 語学の勉強のことですが、今年はNZから多くの :
れることを願ってます。 I来客を受け入れたので、私は日本語の勉強を怠って:
夏休み中は、多くの家族とキャンプをしたりアウ |しまいました。ですから、どうかゆっくりとした日 :

トドアを楽しみとても良い時間を過ごしました。 NI本語で私に話をして下さい。そして、 上達する手伝:
Zから斐のジャッキーと私の友達であるケイトとス |いを皆さんにお願いしたいです。

ティーブが来日したので、彼らとともに北海道キャ |よい月をお過ごし下さい。 .

ンピングツアーに出かけました。最も良かったのは、 |

• • 

@ 

去
の
町
J
f
o

震

町
議
、
町
」
正
明
州

』
む
を
庶
民
本
毛
頭
T

8
月
時
白
木
か
ら
旬
日
目
ま
で
の
4
日
問
、
平
成

M
年
度
熊
本
県
山
鹿
鹿
本
小
学
生
派
遣
事
業
n
火
の

固
K
U
M
A
M
O
T
O
探
検
障
u

に
よ
り
熊
本
県
山

鹿
市
ヘ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

|子育てホットラインは、~ :m:です。(不在の時や夜間は留守璽重量になります)
3 



じ
よ

く

床
ず
れ
を
予
防

b
ょ
う

!

梅
若
は
「
床
ず
れ
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
麻
痩
や
筋
力
の
嚢
え
な
ど
に
よ
っ
て
、
体
の
動
き
が

悪
く
な
っ
た
時
に
、
体
の
一
定
の
場
所
が
長
い
時
間
圧
迫

さ
れ
た
り
、何
度
も
こ
ず
れ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
血

液
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
た
り
皮
膚
の
細
胞
が
壊
れ
る
な
ど

し
て
傷
や
潰
蕩
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
で
す
。

-
床
ず
れ
、が

で
き
る
要
因

②
尿
失
禁

・
便
失
禁
に
よ
り
必
要

以
上
に
湿
っ
た
状
態
が
長
く
続
く

時
等
。長
い
時
間
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
で

作
ら
れ
る
床
ず
れ
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
「
摩

擦
」
で
も
お
き
る
こ
と
を
お
忘
れ

ず
に
。

内
的
要
因

①

や
せ
す
ぎ
な
ど
栄
養
不
足
の

状
態
②
老
化
に
よ
る
皮
膚
の
変
化

(皮

脂
分
泌
や
皮
下
脂
肪
の
低
下
)

③
糖
尿
病
や
が
ん
な
ど
に
よ
り

感
染
し
や
す
い
状
態
の
時
。
痴
呆

な
ど
で
活
動
性
が
低
下
し
た
と
き

な
ど
外
的
要
因

①
摩
擦
や
ず
れ
(
ベ
ッ
ド
で
上
半

身
を
起
こ
し
た
り
、
車
椅
子
に

座
っ
て
い
る
と
き
に
体
を
前
に
ず

ら
す
な
ど
も
含
む
)

健訟を受けて明るい健康づくり
(保他福祉課健康づくり係・国保係)亙 骨 みんなの健康

-

一
度
で
き
る
と

治
り
巴
<
い
!

体
重
が
か
か
る
と
こ
ろ
や
摩
擦

を
繰
り
返
す
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
に

4 

康状態を正しく把握するため、そして、必要

に応じて病院受診ができ生活習慣病の予防

や進行を遅らせるために行われています。

しかし、要精密検査と判定された方の中に

は病院受診しない方がいらっしゃいます。

せっかく検診を受けても病院受診しなくて

は、早くみつけ早く治せるというチャンスを

逃すことになってしまいます。まだ病院受診

されていない方は是非受診されますようお

勧めします。

1 • • 
で
も
で
き
て
し
ま
い
ま
す
が
、
で

き
や
す
と
こ
ろ
と
し
て
、
か
か
と
、

お
尻
の
少
し
上
(
仙
骨
部
)
お
し

り
の
山
ど
う
し
が
こ
す
れ
る
と
こ

ろ
な
ど
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま

す
。
で
き
て
し
ま
っ
た
人
に
も
、

介
護
者
の
方
に
も
床
ず
れ
は
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
予

防
が
と
て
も
大
切
で
す
。
入
浴
や

体
を
拭
く
と
き
に
は
よ
く
観
察
し

出
来
て
し
ま

っ
た
場
合
は
す
み
や

か
に
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん

や
看
護
婦
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ

-つ。-
予
防
の

5
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
事

3
良
質
の
蛋
白
質
や
ビ

タ
ミ
ン

・
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
だ
食

事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

②
体
の
向
き

3
ね
た
き
り
の
方

は
1
1

2
時
間
毎
に
仰
向
け
、
右

向
き
・
左
向
き
と
体
の
向
き
を
か

え
ま
し
ょ
う
。
今
は
祷
癒
予
防
用

の
マ
ッ
ト
レ
ス
も
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
前
に
利
用
す
る
の
も

良
い
方
法
で
す
。
体
の
向
き
を
一

日
何
度
も
変
え
る
こ
と
は
体
力
的

に
も
大
変
な
の
こ
と
で
す
。
訪
問

看
護
や
へ
ル
パ
ー
さ
ん
な
ど
の
お

手
伝
い
を
得
る
こ
と
も

一
策
で

す。③
清
潔

3
入
浴
や
清
拭
な
ど
で

もうひとつのチャンス
検診を受けることによって生活習慣を見

直すチャンスもうまれます。10年後皆さんは

どのような生活を送っ

ていたいと思います

かっそのために今出来

る事は何でしょうか?

いつもたべすぎるあめ

を少し減らすとか週 l

回休肝日をつくるとか、

「これならできそう!Jと思うところからは

じめてみませんか。

(保健福祉課健康っくり係)

同

年

住

民

診

結

果

検
診
を
最
大
限
に
生
か
そ
う
!

平
成

検診結果について
平成14年6月に行われた住民検診では、天

候不順にも関わらず888名と多くの方が受診

されていました。

てみると最も多い

のが血圧で約

38%、次に総コレ

ステロールで約

25%、血色素量と

いう貧血を調べる

項目では約15%の

方に検査値異常が

見られました。又、肥満度にて太りすぎと判

定された方は受診者全体の約17%もいまし

た。これらの異常は同時に起こることが多

く、今回の検診でも血圧異常の方のうち総コ

レステロール異常もある方は約30%となっ

ていました。高血圧や脳卒中等は生活習慣病

といわれその原因・背景に生活習慣が大きく

関わっています。生活習慣病に対しては早め

の病院受診や生活習慣改善が必要です。

ピンチはチャンス
住民検診は住民の皆さん自身が身体の健

検査項目別にみ

園霊彊量霊ヨ

*異常無し 153名

*要指導 203名

ヰ要精密検査408名

*治療継続 124名

体
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
ち

時
間
お
尻
が
ぬ
れ
た
状
態
は
細
菌

も
繁
殖
し
、
皮
膚
も
弱
く
し
て
し

ま
い
ま
す
。

④
シ
ー
ツ
・
衣
類

3
ま
ず
清
潔

な
も
の
を
。
し
わ
を
つ
く
ら
な
い

こ
と
、
洗
濯
の
り
を
つ
け
す
ぎ
な

い
こ
と
も
大
切
で
す
。

⑤
血
行
を
よ
く
す
る
1
寝
て

ば
か
り
で
は
血
液
の
流
れ
も
滞
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
体
を
す
こ
し
ず

つ
で
も
起
こ
す
こ
と
。
イ
ス
に
座

る
機
会
を
も
つ
こ
と
、
筋
肉
を
動

か
す
こ
と
も
血
行
を
促
し
ま
す
。

• 吏ガ介
援あ護
セれ用
ンlぎ品
タ在の
|宅御
へ介相
護談

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

祷
癒
予
防
用
品
の
ご
紹
介
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
御
相
談
下
さ

d害電• • 
事[泊!麿縫l康I院長億診A

.対象[>1113年1-2月生まれの子

.月日[>9月25日(村
@時間[>(受付)14:30-14:45 

【各相談ー健診共通】
・場所じ〉総合福祉施設内保健セン
ター
・持ち物仁〉母子手帳・タオルなど

3月に日程表に

・16日同.21日(月)
15:00 
国保病院

.持ち物[>母子健康手帳・予診票。予
診票は病院に備え付けてあります。
[お問い合わせ・お申し込みは]
健康づくり係 官2-2780 i-師時町 | 医療機関には実施時間までお越しくだ ・

さい。

圃霞奮闘呈闘匡翻ー

精
神
保
健
福
祉
サ
ボ

l

タ
l
養
成
学
習
会

豆
講
者
募
集
!

八
雲
保
健
所
合
金
支
所
で
は
、
精

神
障
害
を
持
つ
方
の
デ
イ
ケ
?
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
巳
ご
協

力
い
だ
だ
け
る
方
(サ
ボ
ー
タ
|
)
の

学
習
会
を
3
回
コ
ス
で
開
催
し
ま

す
。
関
、
心
の
あ
る
方
、
一
緒
巴
学
習
し

て
み
ま
ぜ
ん
か
。

1
回
目
マ
平
成
凶
年
山
月
4
日
幽

午
後
1
時
初
分
1
午
後
3
時
初
分

精
神
科
医
に
よ
る
講
義

「病
気
の
理

解
と
対
応
方
法
に
つ
い
て
」

2
回
目
マ
平
成
M
年

ω月
日
日
凶

午
後
1
時
初
分
1
午
後
3
時
却
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
か
ら
の
体
験

報
告

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
と
お

し
て
の
報
告
」

3
回
目
マ
平
成
凶
年
同
月刊
ω
日
附

午
前
川
時
初
分
1
午
後
3
時
∞
分

デ
イ
ケ
ア
で
の
交
流
体
験

場

所

マ
3
固
と
も
八
雲
一保
健
所
今

金
支
所
(
今
金
町
字
今
金
川

2
)

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
マ

・
八
雲
保
健
所
今
金
支
所
保
健
指
導

係

尽
2
1
0
2
5
1

・と
し
ベ
つ
内
保
健
福
祉
課
健
康
づ

く
り
係

官
2
1
2
7
8
0

。
参
加
申
込
は
、

9
月
初
固
ま
で

d 

無医地区巡回診療

【眼科】
.対象じ〉全住民
φ月日[>9月11日同
.時間[>9 :00-11 :30 
【リウマチ科】
@対象[>八雲総合病院リウマチ
科に通院されている方
.月日[>9月9日(11)・10月21日(H)
.時間[>10:00-
【耳鼻科】
.対象じ〉全住民
.月日[>9月24日(刈・10月15日(刈
.時間じ>14:00-15:00
【各診療科共通】
@場所じ〉総合福祉施設内
保健センター

.内容[>八雲総合病院医師
診察(有料)

|診察を受ける1:.はつ|

。。予す治約療費申健込等がは必要院険ととな様りまとすな。り
ま ので 康病保 証等問が必要と
なります。

。者お70歳以必上の方なは老人医療受給
証忘も 要と りますので
れなく。'l'l'2-2780 

一ー"'"

一

語冨醤亙量三
【美利河地区】
.対象仁〉美利河地区住民
.日時仁>9月9日(月)・10月21日(fJ)

ヰ盟亘記雇主
.対象じ〉全住民
.月日[>10月7日(H)
.時間じ>9 : 30-11 : 30 
.場所[>総合福祉施設内
保健センター

.内容[>健康相談・血圧測定・
尿検査

14:00-16:00 
.場所じ〉美利河生活館
【種JI[地区】
.対象じ〉種川地区住民
@日時じ>9月18日休).10月16日同
13:30-15:30 

.場所じ〉種川温泉集会室
【あったからんど】
.対象仁〉全住民
.日時[>9月10日(1<)・24日収j
10月8日ω
13:30-15:30 

.場所[>あったからんど

園内容(各地区共通)
l.-t>健康相談・血圧測定・尿検査

@ 
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当番

9月8日瀬棚町田保医科診療所(瀬 棚)'B7-2470 
15日 柏 崎医 院(瀬 棚)'B7 -3021 
101:1今金町国 保病 院(今金)包2-0221 
22日北楠山町国保病院(北槍山)'B4 -5321 
23EI岩 間 医 院(今 金)'B 2 -0057 
29日道南ロイ ヤル病院(北楠山)'B4-5011

(10月分については予定です)

10)'16日北附山町国保病院(北倫111)'B4 -5321 
13日今金 町国保病院(今金)'B2-0221 
14日 道南ロイヤル病院(北約111)'B4 -5011 
20日制的 医 院(瀬棚)'B7-3021 

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、
-"-:>'_"7:. ./ださい。 高

午前10時から正午まで "，1，，，，，，，，，，;'同

午後 1時から 3時まで T山1嵯引T

医日休

運転免許証

更新時講習のご案内
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Z且玄翠室
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.{:憂良講習(30分講習)

-今金町民センタ-

9月17日(午後 1時)

-北檎山町農村環境改善センタ

10月3日(午後 1時)
・一般講習(1時間)

-北檎山町農村環境改善センター

10月3日(午後2時)

・違反・初回講習(2時間)
-北倫山町農村環境改善センタ-

9月12日、10月10日(午後1時)
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今金町の交通事故発生状況

司)金原中央

宏!fu)大和町

央)日の出町

ー|盗)日の出l町

義文)寒 昇

も 可ち子じめ合めでとう
伊藤 生吹ちゃん 7月15日(保護者

伊藤 千夏ちゃん 7月21日(保護者

笹木 洗ちゃん 8月4日(保護者

村山 竣亮ちゃん 8月7日(保慾者
けんしろう

内田竪士郎ちゃん B月9日(保護者

&ii.ri 

..'いつまでもあ幸せlこ
8/15出口 護九 (鈴岡第一)・西村

7月発生
発生件数 2件
死者数 1名

(傷者数 5名

※ss浬ifVJ(スピー ドダウン・シートベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう!

交通事故死ゼ口日数 3日
7月28日、道道八雲今金線で死亡事故発生 1
死亡事故死ゼ口回数は開Iitでストップ

7月末計
8件 ，tTh，..--LJin>， 
1名 峰辛耳事記
1 3名

¥l1T) 

事ぉ4やみ白しあげます
江川ミツル九 7月初日 83歳(大手rtIIIJ) 

高橋 保 さん 7月22日 76歳(種川宮前)

務藤 勇 さん 8月2日 87歳(下稲穂)

瀧海八一郎さん 8月13日 71歳(南 町)

多 田 勝 さん 8月14日 62歳(束 IIIJ) 

下川部時雄九 8月15日 77歳(大和1IIIT) 

8月21日受付分まで
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幸さん (森

00 @ 直直直 環境に優しい再生紙と大豆

インクを使用しています.

ホームページアドレス http://www.hakodate.or.jp/imakanel 

Eメールアドレス imakane@hakodate.or.jp


